
平成 27 年度 第３回生物多様性セミナー 

「すべてを黄色で埋め尽くす!? 

オオハンゴンソウの生命力」 

 

【日時】１０月１２日（月･祝） 

９:３0～12:０0 

【講師】塩田 惇 氏 

（旭川帰化植物研究会） 

【会場】富沢ふれあいの家 
（神居町富沢 富沢小学校敷地内） 

【内容】 

（１）特定外来生物オオハンゴンソウの生態と特徴 

（２）オオハンゴンソウの抜き取り体験※（少雨決行） 

参加費：無料    連絡先：080-1873-9410（環境保全係） 

※オオハンゴンソウの根を掘るため、スコップ等を各自で御用意ください。 
 

主 催：旭川市，旭川市生物多様性保全推進協議会 

申込先：旭川市環境政策課環境保全係 

（TEL：0166-25-5350 Email：kankyoseisaku@city.asahikawa.hokkaido.jp） 

夏から秋にかけて、道路沿いや鉄道の沿線を黄色で埋め尽くす・・・ 

特定外来生物「オオハンゴンソウ」の名前は知らずとも、そのヒマワリ

にも似た黄色い花は、誰もが目にしたことがあるのではないでしょうか。 

私たちの暮らしに欠かせない農作物、生活を彩る花々といった園芸種

は、多くが本来の生態系に存在しない植物ですが、それらは一部を除いて

人の手で栽培されないと存続できないのが普通です。 

今回は、オオハンゴンソウが国内で野生化し、これほどの勢いで在来種

を圧倒している理由をその生態と特徴から探り、環境に適合してしまった

外来種の生命力を、その除去作業を通して体感してみましょう。 


